
ここからお入りください

　「
師
も
走
る
」
12
月
、
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、一
層
ご
多
忙
な
日
々
を
お

過
ご
し
か
と
存
じ
ま
す
。

　
年
明
け
に
は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

が
実
施
さ
れ
ま
す
。「
あ
と
２
年
」
と
い

う
実
感
も
強
く
な
る
１
・
２
月
の
指
導
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
１
月
は
、
次
年
度
の
年
間
計
画
・
シ

ラ
バ
ス
な
ど
の
作
成
準
備
に
取
り
か
か

り
始
め
る
時
期
で
す
。
先
日
公
表
さ
れ
た

試
作
問
題
を
校
内
で
分
析
し
、
こ
こ
ま
で

の
指
導
を
振
り
返
っ
て
、
計
画
通
り
に
進

ん
で
い
る
こ
と
と
、
十
分
に
進
ん
で
い
な

い
こ
と
を
整
理
し
、
第
２
学
年
に
向
け
て

の
体
制
づ
く
り
を
検
討
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
改
め
て
、
自
校
で
育
成
し

た
い
資
質
・
能
力
と
そ
の
育
み
方
を
、
学

年
団
と
し
て
共
通
認
識
を
も
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
場
を
設
定
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
期
末
考
査
や
実
力
テ
ス
ト
、

校
外
模
擬
試
験
の
結
果
な
ど
も
踏
ま
え

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
合
っ
た
２
学
年

の
指
導
方
針
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
入
試
に
対
す
る
生
徒
の
意
識
づ
け
も

重
要
で
す
。
共
通
テ
ス
ト
の
中
か
ら
１
年

生
で
も
解
け
る
問
題
を
抽
出
し
て
取
り

組
ま
せ
た
り
、
１
月
に
実
施
さ
れ
る
「
ベ

ネ
ッ
セ
総
合
学
力
テ
ス
ト
」
の
結
果
を
面

談
に
活
用
し
て
、
基
礎
学
力
定
着
と
苦
手

克
服
を
目
的
と
し
た
学
習
計
画
を
生
徒

に
立
て
さ
せ
た
り
す
る
の
も
一
案
で
す
。

　
１
・
２
月
は
、
生
徒
の
学
力
や
学
習
習

慣
、
生
活
習
慣
、
進
路
希
望
な
ど
多
面
的

に
生
徒
を
捉
え
て
総
括
し
、
こ
れ
か
ら
の

見
通
し
を
立
て
る
、
と
て
も
重
要
な
時
期

で
す
。
そ
し
て
、
３
月
は
１
・
２
月
で
考

え
た
こ
と
を
具
体
的
に
形
に
す
る
時
期

に
な
り
ま
す
。
２
学
年
に
向
け
た
準
備
を

で
き
る
だ
け
早
く
進
め
ら
れ
る
か
ど
う

か
は
、
こ
の
１
・
２
月
に
か
か
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

テ
ー
マ

コ
ン
テ
ン
ツ
例

ハイスクールオンライン
〈先生SNS〉

※ハイスクールオンラインのIDを
 お持ちでない先⽣は、校内でご確認いただくか、

WEBサポートデスク0120-350124まで
ご連絡ください。

［受付時間］
月～金 8:00 ～18:00／土 8:00 ～17:00

（祝日、年末・年始を除く）

https://teacher.benesse.ne.jp/

ほかの先⽣に相談したい時は➡相談室へ
使える資料で負担軽減➡資料室へ

生
徒
を
多
面
的
に
捉
え
て
総
括
し
、第
２
学
年
に
向
け
て
準
備
す
る

1・2月のチェックポイント
数か月先を見通した新課程初年度学年ならではのポイントです。
詳細はハイスクールオンライン〈先⽣ SNS〉でご覧ください。

1〜2月

 

新
課
程
入
試
の
留
意
点
を

　
踏
ま
え
る

● 

入
試
科
目
の
公
表
状
況
に
応
じ
た
次
年
度
以
降
の
指
導
計
画
・
内

容
を
考
え
る

● 

試
作
問
題
を
分
析
し
、
教
科
を
超
え
て
重
要
な
指
導
ポ
イ
ン
ト
を

整
理
す
る
（
読
解
力
な
ど
）

● 

生
徒
や
保
護
者
に
伝
え
た
い
科
目
選
択
の
ポ
イ
ン
ト
と
学
習
の
ヒ

ン
ト

 

２
年
次
前
半
の
指
導
の

　
方
向
性
を
考
え
る

● 

１
年
間
の
ま
と
め
・
総
括
（
生
徒
視
点
・
教
師
視
点
）

● 

学
力
・
学
習
習
慣
・
生
活
習
慣
の
振
り
返
り
（
１
月
実
施
「
ベ
ネ
ッ

セ
総
合
学
力
テ
ス
ト
」
と
「
ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
２
年
１
回
」
の
連

携
し
た
活
用
）

● 

地
理
歴
史
の
「
総
合
」
科
目
を
「
探
究
」
科
目
に
ど
う
つ
な
ぐ
の
か

● 

教
科
・
情
報
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
（
２
・
３
年
次
で
ど
う
取

り
扱
う
か
）

本コーナーはハイスクールオンラインの 〈先⽣

SNS〉のコーナーと連動しています。〈先⽣SNS〉

では、詳細の情報・資料をご提供しています。ま

た、先⽣方が直面される課題やその解決方法の

共有の場としてもぜひご利用ください。

の
ポ
イ
ン
ト

1月

2月
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廣瀬和美
埼玉県・私立開智未来中学・高校　１学年主任

学年運営は分掌を意識した引き算で！
ゴールである「進路実現」に向けて
教員の「得意」を引き出す

チームの仲間へmessage

学年主任の役割は、進路指導や生活指導、教
科指導、探究や学年にかかわる学校行事

の運営など、全業務の舵取りをすることです。新
課程入試を見据えた事前準備や、コロナ禍で生じ
た問題も多い中、時機を逸することなく、各業務
を学年団の先生方に適切に配分していく見極め
が重要です。そのためには、先生方の仕事の様子
を日々拝見しながら（観察６割、対話４割程度）、
各々の適性や得意分野を把握することが欠かせ
ません。生徒指導に不安を抱えている教師がい
たら、「ゴールは進路実現です。そこに至る道筋を
しっかり立て、生徒の話に耳を傾けてください」な
どと、最終目標を見失わないような声かけに努め
ています。学年団全員が同じゴールを見据えてい
れば、仮に小さな失敗があっても、その後の問題
解決にチームであたることができ、対応にも多く
の時間はかかりません。先生方には、臆すること
なく、新しい挑戦をしていただきたいと思います。
　本校は、中高一貫生と高校からの入学者とで
学力差や経験差があります。その溝を埋め、希望
進路に導いていくため、様々な取り組みを行って
います。教職員全員が生徒一人ひとりのメンター
として参加する1年次のゼミ活動「才能発見プロ
グラム」、2年次の海外フィールドワーク、毎年2
月に中学1年生から高校2年生までが一堂に集
まり、各学年で学んだことを発表し合う「未来TED
（探究活動集大成）」、本校伝統の科目である「哲
学」の授業……。いずれの取り組みにおいても、
先生方の得意分野を発揮してもらえるように事前
準備をし、早めに具体的なお願いをすることで負
担感を軽減しながら、生徒に探究活動を進めるた
めの素地を培っていきたいと考えています。

　
先
生
方
が
濃
密
に
情
報
交
換
で
き

る
場
と
し
て
、
９
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

「
テ
ー
マ
別
情
報
交
換
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
11
月
に
は
、「
新
課
程
１
期
生
の

学
年
運
営
に
お
い
て
、今
、大
切
に
し
て
い

る
こ
と
」を
先
生
方
が
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
22
年
度
の
１
学
年
主
任
な
ら
で
は
の

テ
ー
マ
と
し
て
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
徒
支

援
」「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
向
け
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
」「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
の
企
画
・
運
営
」な
ど
が
挙
が
り
ま

し
た
。
生
徒
支
援
で
は
、
中
学
校
時
代
に

様
々
な
活
動
に
取
り
組
め
な
か
っ
た
分
を

取
り
戻
す
か
の
よ
う
に
、
学
校
行
事
・
部

活
動
に
打
ち
込
む
生
徒
が
い
る
一
方
で
、

２
学
期
中
盤
に
な
っ
て
、
疲
れ
が
見
え
始

め
た
生
徒
も
い
る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
２
単
位
科
目
が
増
え
、

履
修
科
目
数
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
生
徒

の
学
習
上
の
負
担
感
が
増
し
て
い
る
。
年

度
末
の
考
査
ま
で
息
切
れ
し
な
い
よ
う
に

対
策
を
考
え
た
い
」と
、
３
学
期
の
留
意

点
を
語
る
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
先
生
方
に
共
通
し
た
の
は
、こ
れ
ま
で

以
上
に
面
談
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
し

た
。
担
任
、
教
科
担
当
、
部
活
動
顧
問
と

連
携
し
て
気
に
な
る
生
徒
を
抽
出
し
、
学

年
主
任
が
面
談
を
行
う
仕
組
み
を
つ
く
っ

た
り
、
学
年
主
任
が
廊
下
で
会
っ
た
生
徒

と
ミ
ニ
面
談
を
毎
日
繰
り
広
げ
て
い
た
り

と
、様
々
な
工
夫
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、「
探
究
的
な
学
び
に
誘
う

授
業
で
の
問
い
立
て
」に
力
を
取
り
入
れ

た
取
り
組
み
な
ど
、
様
々
な
話
題
で
学
年

主
任
の
先
生
方
が
語
り
合
い
ま
し
た
。

新
課
程
１
期
生
の
学
年
運
営
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を

先
生
方
が
話
し
合
い
ま
し
た

◉「テーマ別情報交換会」で話し合われたテーマ

1 新課程１期生を
とりまく環境変化

コロナ禍、ICT 教育、新
課程、新課程大学入試、
総合型・学校推薦型選抜
の拡大など

2 新課程１期生の
特徴

意欲的にグループ活動や
対面での行事に参加する
生徒が多い一方で、コロ
ナ禍等の影響による長期
欠席者や、自己肯定感が
低い生徒も増加する現状

3 学年運営や
教師間連携の工夫

ICT 活用、総合的な探究
の時間・LHR のあり方、
カリキュラム遂行のため
の調整

4 学年主任としての
生徒とのかかわり方

面談資料作成、学年主任
面談の工夫、生徒への寄
り添い方の工夫

「情報交換会」
リポート

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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